
 
　　指導力不足教員の判定のフロー図

①【情報把握】 （校　長）

＜所属教員について＞ ・児童生徒や保護者からの苦情
端緒 ・他の教職員からの報告

情報入手 ・教育委員会等への苦情・投書等

情報確認 ・校長・教頭の授業観察等

校内研修・校内支援

　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導を続けても改善が見られない場合
※　改善が見られる場合は、観察・指導継続

　　　　　　　　　『第一段階の判定基準』による判定へ
②【第一段階】 （校　長）

＜課題を有する教員について＞

日常の教育活動全般の評価 参考意見 (学校)
　　　　・学習指導 　教頭、総括教諭、
　　　　・児童生徒指導 　当該教科・学年の教諭等
　　　　・校務運営・対人関係

　　　　　　　　　日常の教育活動に問題が認められる場合
※　第二段階に進まない場合は、観察・指導継続

　　　　　　　　　『第二段階の判定基準』による判定へ
③【第二段階】 （校　長）

(県教委）指導主事
＜当該教員について＞ ＜授業観察＞ 　　　　 人事担当者

助言 (教育Ｃ）指導研修担当部長
授業を中心とした評価 指導 　　　　 教育指導専門員等

　　　　＊複数回の評価
　　　　＊本人との面接・指導 (学校)

参考意見 教頭、総括教諭、

　　　　　　　　授業等に問題が認められる場合 　当該教科・学年の教諭等
※　県教委に申請しない場合は、観察・指導継続

　　　　　　　　　 校長から県教委に申請
④【判　定】 （県教委）

（最終の判定）
＜当該教員について＞
本人からの意見聴取 照会

指導力不足教員の判定 意見

　　　　　　　　　　指導力不足教員と判定された場合
⑤【判定後】 　 ※　判定されない場合は、観察・指導継続

（人事上の措置）
＜指導力不足教員について＞

研修の実施
＊県教委、学校、教育Ｃが連携して実施

　

指　導　力　判　定　会

本人に意見聴取、告知

＜神奈川県＞


